
今回のテーマ　“FDPについて”

　FDP はフィブリノゲンやフィブリンのプラス
ミンによる分解産物の総称です。一般的に、線溶

亢進の指標として利用されています。フィブリノ

ゲンは構造上、プラスミンによる線溶分解を受け

ると最終的に２つの D と E 分画となります
(FDP-D と FDP-E)。一方、安定化フィブリンは
図１に示すような架橋結合を形成していることか

ら、線溶分解によりDDE架橋複合体が形成され
ます。これは Dダイマー(D-dimer)として測定さ
れます。線溶亢進は一次性亢進とDICにみられる
二次性亢進に分類され、臨床的にその鑑別が必要

となります。Total FDP,FDP-E分画は線溶亢進全
般を反映し、一次線溶の指標として使われます。しかし FDP-E分画は、フィブリノゲンによる分解産
物であるFDP-Dとは反応しない点が特徴です。またDダイマーはDDE架橋複合体を特異的に検出し
二次線溶の指標となります。したがって二次線溶の特異度はTotal FDP＜FDP-E＜Dダイマーと高くな
ります。当院ではFDPの測定にFDP-E分画を採用しており、凝血学的スクリーニングにも特異性の高
い試薬を用いています。

　“DIC診断基準”
　1988年改訂の厚生省DIC診断基準は、Total FDPが用いら
れています。当院では前述したように FDP-E分画を測定して
いますので、ここでFDP-EとT-FDPの相関性について述べて
みたいと思います。表1のような換算表が成り立ち、DIC得点
にポイントがのるのは FDP-E値が 200ng/ml以上です。DIC
診断時の参考にしてください。

　“FDP-EとDダイマーの相関”
　DIC にみられる二次線溶亢進は D ダイマーで特異的に検出
できますが、FDP-EもDDE架橋複合体と反応するため図２の
ような強い相関が得られます。しかし 5%の症例に解離が認め
られます。FDP-E＜Dダイマー(□印,4例)では全例がDICと診
断されますが、FDP-E＞Dダイマー(△印,９例)は癌転移症例と
診断されています(6/9例：66%)。　また、2例は線溶療法施行
中でした。このように当院 で測定されているFDP-E分画やD
ダイマーは、種々の凝血学的異常をきたした病態をよく反映し

ます。
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